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第22回 愛知県医学検査学会開催にあたり

第22回愛知県医学検査学会が知多地区の担当で令和5年7月2日㈰に9
年前と同じ知多市勤労文化会館、ならびに隣接するメディアス体育館ち
た（市民体育館）にて開催の運びとなりました。2020年度当初より始まっ
た新型コロナウイルス感染拡大の影響によって第20回の本学会は延期
の末に翌年 Web 開催となりました。第21回の開催時には感染はやや
下火であったものの、開催直後に爆発的な第7波の大流行となり、今後
しばらくは続くであろうコロナ禍への対応については学会企画の重要課
題と捉え、会員の皆様が安心して参加できる学会の現地開催を目指して
目下準備を進めているところであります。

今回の学会テーマは「臨床検査の New Normal」とし、医師の働き方
改革に伴って出された法改正から2年目を迎えた “ 臨床検査技師の新し
いスタイル ” について共有できればと考えております。またシンポジウ
ムでは今回のサブテーマ「タスク・シフト／シェアの実践」を取り上げ、
より具体的な取り組みや今後の課題について、臨床検査技師だけではな
く様々な医療スタッフからの意見を含めた活発な議論を期待しておりま
す。

さらに新たな試みとして大型ディスプレイを用いた電子ポスター発表
を企画しました。本学会は県下若手技師の登竜門的な学会として位置付
けられています。1画面にまとめられたポスターを使って、座長と演者、
聴衆とが極近い距離で研究発表を行う本スタイルには、スライド発表に
はない独特の緊張感があり、若手技師にとってもいい経験になるものと
考えます。また学術部の協力を得て若手技師の日頃の疑問に答えるハン
ズオンセミナーも開催予定です。

地区の特別企画としては JA 愛知厚生連知多厚生病院篠島診療所所長
の保里恵一先生をお迎えし、「離島の医療　～高齢化の島を支える～」と
題した特別講演をお願いしました。

今回の開催地である知多半島は多くの町が海に面しており、海産物だ
けでなく酒や酢などの発酵食品や、陶器の生産販売をはじめ多くの見所
がある一大観光地ではありますが、反面半島南部では急激な高齢化と過
疎化が進んでいます。大規模な医療施設も少なく、技師会会員数も他の
地区に比べると少ない地区ではありますが、地区全体で力を合わせ、参
加いただいた会員の方々に少しでも満足いただけるよう、知多地区なら
ではの特色を生かした企画を準備し、会員の皆様のご参加をお待ちして
おります。

学会長　迫　欣二
（JA 愛知厚生連　知多厚生病院）



令和4年9月4日㈰春日井市総合体育館にて「健康救急フェスティバル
2022」が開催されました。この催しは市民の皆様の健康づくりの知識を広げ
るとともに救急活動への理解を深めることを目的とし、春日井市主催で開催
されています。

新型コロナウイルス感染症の流行もあり、一昨年度は中止、昨年度は
Web 開催でしたが、本年度は26の協力団体のも
と、3年ぶりの現地開催となりました。愛臨技で
は「何が見えるかな？やってみよう病院の検査」と
して超音波検査、血液の検鏡、静脈観察、新型コ
ロナクイズなど、子供向けの体験を企画し、延べ
574名の一般市民の方々に参加いただきました。

当日、実務員として協力いただきました尾張北
地区会員並びに組織部員、フェスティバルに参加
された会員の皆様に感謝申し上げます。

今回、「健康救急フェスティバル2022」に実務委員として参加し、超音波体
験コーナーを担当しました。子供達には実際にプローブを操作してもらい、
中身を隠したゼリーがどんなふうに見えるのか、
フルーツは何かをあててもらいました。

体験された子供達からは、「見えていないものが
プローブを当てることで見えるようになるのがす
ごい、びっくりした」、「将来は同じような職業に
就きたい」など、大いに楽しんでもらうことがで
きました。今回このようなイベントを通して、日
頃自分たちが行っている臨床検査を理解・体験し
てもらうことで、医療に興味をもってもらうこと
ができて大変よかったと思いました。

愛知県臨床検査技師会　組織部長　和出　弘章

名城病院　井上　知世

春日井市健康救急フェスティバルに参加して

愛臨技 HP　求人情報掲載
愛臨技 HP に臨床検査技師求人情報の

掲載を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技 HP

会員サイト内「各種手続き」、「求人掲載依
頼」画面にて必要事項を入力、求人票登
録をお願いいたします。

なお、求人掲載は施設会員のみとしま
すが、求人情報は会員以外でも閲覧可能
です。

詳細は愛臨技 HP にてご確認ください。

メールアドレス登録と受信設定のお願い
令和4年度定時総会でご案内のとおり、2023年4月号から

の紙面によるらぼニュースの廃止に向けて、現在、会員向け
にメールでのWeb版らぼニュースを配信しています。登録
メールアドレスの変更がありましたら、日臨技会員ページよ
りご変更をお願いいたします。また、迷惑メール防止の受信
設定をされている方は、下記のメールアドレスからの受信が
できるよう、設定のほどお願いいたします。今後一層のホー
ムページ及びWeb版での情報提供の充実を予定しておりま
す。ご理解とご協力をいただけますようお願い申しあげます。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp
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地 区 だ よ り

豊橋って行くとこあるじゃん！！
豊橋市医師会臨床検査センターは、市のほぼ中央部、高師台地の南西端にあり、豊橋市保健所・保健センター・

こども発達センター等が集まる通称 “ ほいっぷ ” の敷地に隣接しています。豊橋市内230余りの病院・医院との
地元密着型の検査センターとして検体検査を行い、集荷依頼もできるだけ顧客の要望に応えられるようにするな
ど、柔軟な対応を心掛けています。「病診連携」においても、紹介状や返信を当検査センターの集荷網に乗せるこ
とにより、無料で迅速かつ安全に配送できているのも特徴の一つです。また、学校・企業・自治体の検診も行っ
ています。検査は化学・血清のグループと血算・一般・細菌のグループに分かれ、グループ内でローテーション
をしており、分野を超えた協力体制を作っています。

豊橋おすすめ情報その1は、豊橋総合動植物公園のんほいパークで
す。本格的な動物園と植物園、自然史博物館が併設されています。動
物たちの活き活きとした姿や季節ごとに変化する植物に触れることが
でき、博物館では恐竜をはじめとする大昔の生物の化石から生き物の
歴史を学ぶことができます。

その2は東海道二川宿
です。江戸日本橋から
33番目の宿駅で、かつ
ての本陣や旅籠が「二川
本陣資料館」として整備
されているほか、宿場で
有数の商人だった田村家
の店舗兼住居の「駒屋」も
一般公開されています。

本陣・旅籠・商家の3か所を見学できる日本で唯一の場所です。
そして、豊橋といえば「豊橋カレーうどん」?! 豊橋のうどん屋さ

んは100％自家製麵を使うなど強いこだわりを持っており、その美
味しいうどんをもっと沢山の人に食べてほしいというアツ～イ思い
から誕生しました。自家製麺を使用するだけでなく、豊橋産うずらの卵（豊橋はうずら卵生産量日本一）を使用す
るなどこだわりの定義があり、なかでもカレーうどんの下にとろろのかかったご飯を入れるという特徴がありま
す。ごはん・とろろ・カレーうどんの関係性が気になりますが……

ぜひ皆さん！感染対策をしたうえで、一度いらしてください。

東三河地区
豊橋医師会臨床検査センター　河合　初美

【テーマ】「自信が MIE（三重）てくる一般検査」
【日　時】令和5年1月7日㈯　10：00～
【開催方法】ライブ配信
【定　員】200名
【受講料】会員：3,000円　非会員：6,000円

【申込方法】日臨技 HP 参照
研修会事務局：

JCHO 四日市羽津医療センター
検査部　井上　佳

Emai：mieippan2022@gmail.com

令和4年度  日臨技中部圏支部研修会  臨床一般部門研修会開催案内
主催：（一社）日本臨床衛生検査技師会　中部圏支部　担当：（一社）三重県臨床検査技師会

〈のんほいパークのアイドル〉

〈二川本陣資料館〉
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基礎教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月3日㈯～18日㈰
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月5日㈯～30日㈬　※視聴方法は後日メールにて配信
参加費用：なし
レポート：12月25日㈰　締切
開催形式：オンデマンド配信 
テ ー マ：これだけは知ってほしい臨地実習

～新たな臨床検査技師教育～
講　　師：
養成施設の立場として

１．現状の臨地実習における学生アンケート結果から見えるもの
藤田医科大学医療科学部　石川　浩章

２．将来の臨地実習について
藤田医科大学医療科学部　杉本　恵子

実習施設の立場として
３．中規模病院ならではの臨地実習の取り組み

～大学病院での実習～
藤田医科大学岡崎医療センター　田中　亜希

４．大規模病院の立場として　現場で学ぶ臨地実習・チー
ム医療　〜当院の取り組み〜

岡崎市民病院　夏目　智子
司　　会：藤田医科大学岡崎医療センター　西垣　　亮

岡崎市民病院　佐々久美子
内　　容：昨今、臨床検査技師を取り巻く環境は万全な状態

ではない。臨床検査の未来を考え、学生教育を始めとした
人材育成は大変重要なことである。臨地実習は学生が学ん
だ知識や技術、態度をもとに医療における臨床検査技師の
役割を修得する場である。そのため、実習施設と養成施設
の密な連携が必要とされている。それに伴い、2021年よ
り臨地実習指導者講習会が行われ、実習施設でも臨地実習
への取り組み方の見直しが始まった。

本研修会は、養成施設の立場から現場技師へのメッセー
ジとして「臨地実習で現場技師にお願いしたいこと」と「将来
の臨地実習について」、現場技師からは「臨地実習の取り組
みや学生へのメッセージなど」をそれぞれの立場でご講演い
ただきます。ぜひご視聴ください。

基礎教科：20点（レポート提出者に限る）
日　　時：12月12日㈪～31日㈯
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録 

（愛知県臨床検査技師会員限定）
11月1日㈫～27日㈰　＊視聴方法は後日メールにて配信 

参加費用：なし 
レポート：令和5年1月29日㈰　締切 
配信方法：オンデマンド配信 
テ ー マ：遺伝子検査を学ぼう
講　　師：
１．遺伝子・ゲノム検査の基礎知識と最新動向

名古屋大学医学部環境医学研究所　発生・遺伝分野　服部　　光
２．よくわかる LAMP 法

LAMP 法の原理と PCR 法との違いについて
栄研化学株式会社マーケティング推進室　マーケティング3部1課

峯村　佳武
司　　会：国家公務員共済組合連合会　名城病院　橋村　正人
内　　容：昨今、コロナのため PCR 検査等の遺伝子検査が

かなり身近な存在となってきました。しかし、実際の現場
では検査をマニュアル通り行い、結果のみ報告しているの
が現状だと思われます。検査を行う上で、原理等を知るこ
とはとても大切だと思います。今回、遺伝子検査の基礎か
ら最新のトピックス、PCR 検査と LAMP 法の違いなどを
お話ししていただきます。今後に役立つ遺伝子検査を学び
ましょう。

基礎教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月12日㈪～31日㈯
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月14日㈪～12月5日㈪　＊視聴方法は後日メールにて配信
参加費用：なし
レポート：令和5年1月15日㈰　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：愛知県における肝炎ウイルス検査の現状

～ナッジで受検率アップを目指す！～
講　　師：名古屋市立大学病院　中央臨床検査部　部長　井上　貴子
司　　会：名古屋市立大学病院　畑　七奈子
内　　容：皆さんはナッジをご存じですか？「そっと背中を

押す」という意味で、強要ではなく自然に人々をよい方向
へ誘導し、行動変容を促す方法です。厚生労働省研究班「新
たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・陽性者受診率
の向上に資する研究」では、ナッジを応用して肝炎ウイル
ス陽性者を効率的に拾い上げる研究を行っています。今回、
愛知県の肝炎ウイルス検査の現状とナッジを用いた取り組
みについて、同班研究分担者の井上先生にお話しいただき
ます。

西三河地区

尾張北地区

尾張南地区

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
日　　時：12月3日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月1日㈫～25日㈮
定　　員：80名
参加費用：なし
レポート：12月11日㈰　締切
配信方法：ライブ配信
テ ー マ：コロナ禍の今、子供の感染症とワクチンの不安に

どう寄り添う？　～COVID-19とHPVを中心に～
講　　師：JA 長野厚生連佐久医療センター　小児科医長　坂本　昌彦
司　　会：JA 愛知厚生連江南厚生病院　河内　　誠

内　　容：今回の講演会では、「教えて！ドクタープロジェク
ト」でご活躍中の坂本先生をお招きし、小児感染症とワク
チンについて私たちの目線に寄り添ったご講演をしていた
だきます。ライブ配信では参加者からの質疑応答も予定し
ています。

ライブ配信の詳細については事前申し込みいただいた方
にご連絡いたします。「ライブ配信」と「オンデマンド配信」
のお申込み間違いには十分ご注意ください。

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月12日㈪～18日㈰
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月1日㈫～25日㈮　※視聴方法は後日メールにて配信

微生物検査研究班（ライブ配信）

微生物検査研究班（オンデマンド配信）

地 区 研 修 会

講 演 会
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専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月3日㈯～16日㈮
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月3日㈭～30日㈬　※視聴方法は後日メールにて配信
定　　員：100名
参加費用：なし
レポート：12月23日㈮　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：精液検査と人工授精 

講　　師：①精液検査について
医療法人 稲垣婦人科　培養室　黒川　理菜

②人工授精について
藤田医科大学　臨床検査部　及川　彰太

内　　容：不妊治療の保険診療化が開始されて、もうすぐ
1年が経過しようとしています。どうしても体外受精にフ
ォーカスが当たりがちですが、年齢制限なく保険診療が可
能な人工授精は不妊に悩む患者さんに一筋の希望となるの
ではないでしょうか？今回の研究会ではテーマを精液検査
と人工授精とし、2名の講師に講演をしていただきます。
皆様のご参加をお待ちしております。

生殖医学検査研究班

研 究 会

定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月18日㈰　締切
配信方法：オンデマンド配信 
テ ー マ：コロナ禍の今、子供の感染症とワクチンの不安に

どう寄り添う？　～COVID-19とHPVを中心に～
講師・内容：微生物検査研究班12月講演会（ライブ配信）を

ご参照ください。「ライブ配信」と「オンデマンド配信」のお
申込み間違いには十分ご注意ください。なお賛助会員、学
生の皆様は（aamt-microbio@aichi-amt.or.jp）へ直接参
加希望の旨をご連絡ください。後日視聴方法についてご連
絡いたします。

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月3日㈯～16日㈮
参加方法：日臨技 HP から事前登録※

11月2日㈬～25日㈮　※視聴方法は後日メールにて配信
定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月29日㈭　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：検査と自動化
講　　師：
１．生化学・免疫検査における自動化の変遷

～江南厚生病院の場合～
JA 愛知厚生連 江南厚生病院　伊藤　智恵

２．自動化システムの変遷 ～時代は変わった！～
JA 愛知厚生連 渥美病院　蜂須賀靖宏

３．新しい時代に求められる臨床検査室の自動化について
～新たな時間・リソースの創出のために～

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社
オートメーションシステム＆ソリューショングループ　伊藤　俊幸

内　　容：本講演会では、自動化をテーマに、実際の現場に
おける自動化の運用、自動化システムの変遷、自動化の最
前線について、お話ししていただきます。尚、当配信の
視聴を希望される賛助会員、学生の皆様は（aamt-chem@
aichi-amt.or.jp）に直接お申し込みください。後日、視聴
方法について連絡いたします。

共　　催：生物試料分析科学会　東海北陸支部

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
日　　時：12月10日㈯　15：00～17：30
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月10日㈭～12月3日㈯
定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月10日㈯　締切

配信方法：ライブ配信 
テ ー マ：検査値を読むのが面白くなる腎生理、膀胱が尿を

再吸収するって本当 !?
講　　師：
１．検査値を読むのが面白くなる腎生理

国立病院機構　熊本再春医療センター　検査部　加藤　裕一
２．膀胱が尿を再吸収するって本当 !?

公立大学法人　奈良県立医科大学　泌尿器科学教室
鳥本　一匡 准教授

司　　会：藤田医科大学病院　長嶌　和子
内　　容：腎生理を理解すれば検査結果を見るのが楽しくな

ります。一般検査領域では開催の少ない腎生理について学
びましょう。またなんと！膀胱も尿を再吸収する？本当に？
これまでの常識を覆す大発見について講演を行います。

大変興味深い内容となっています。多くの方のご参加を
お待ちしています。

専門教科：20点（レポートを提出した者に限る）
日　　時：12月10日㈯　15：00～18：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

11月10日㈭～12月3日㈯
定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月17日㈯　締切
配信方法：ライブ配信
テ ー マ：「緊急輸血・大量出血への備えと対応」
講　　師：
１．「当院の緊急輸血対応～院内シミュレーション実施報告～」

社会医療法人宏潤会　大同病院　稲生千絵美
２．「輸血部門の備え～クリオプレシピテートとフィブリノゲン製剤の管理」

愛知医科大学病院　片井　明子
特別講演：「産科危機的出血と輸血」

三重大学医学部産婦人科学教室　准教授　田中　博明
司　　会：藤田医科大学　松浦　秀哲
内　　容：危機的出血時には刻一刻と変化する患者状況に応

じた迅速な輸血療法が必要となります。適切かつ円滑な対
応のためには、備えが肝要です。院内規定を作成し、日頃
からシミュレーションを実施しておくことが望ましいとさ
れています。また、大量出血時にはフィブリノゲンを補充
するためクリオプレシピテートやフィブリノゲン製剤の使
用も検討されます。本講演会では緊急輸血の対応やクリオ
プレシピテートの運用をご紹介いただきます。三重大学の
田中先生からは「産科危機的出血と輸血」と題して、産科的
出血の基礎から臨床像まで、臨床医としての視点でご講演
いただきます。

輸血業務に関わる方はもちろん、救急医療に関わる全て
の方にとって有益な内容となっております。多くの方のご
視聴をお待ちしております。

生物化学分析検査研究班

一般検査研究班

輸血検査研究班
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会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆を含む）など
の紹介掲載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。

掲載を希望される方は愛臨技 HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法を掲載して
ありますのでご覧いただき、お申し込みください。 愛臨技HP

会員執筆物の紹介原稿募集します！

第22回 愛知県医学検査学会 開催案内
開催日時：令和5年7月2日㈰　9：00～17：00（受付開始　8：30）
会　　場：知多市勤労文化会館

〒478-0047　知多市緑町5番地 -1
メディアス体育館ちた（市民体育館）

〒478-0047　知多市緑町5番地
担　　当：知多地区

学 会 長：迫　　欣二（JA 愛知厚生連　知多厚生病院）
副学会長：高木　雅子（常滑市民病院）
実行委員長：吉本　尚子（公立西知多総合病院）
事務局長：村瀬　　斉（半田市立半田病院）

学会テーマ：『臨床検査の New Normal』～タスク・シフト／シェアの実践～
学会内容：一般演題発表（口演・電子ポスター）、シンポジウム、地区特別企画、共催セミナー

（ランチョンセミナー）、ハンズオンセミナー、企業展示、祝賀会・懇親会
参 加 費：3,000円（懇親会は別途）　※学生は無料（但し、受付時に学生証を提示）
参加資格：資格は問いません。多職種、賛助会員以外の方もご参加ください。
※今後の感染拡大状況に応じて、開催形式などの変更が生じる可能性もあります。

【一般演題募集要項】
申込方法：日臨技 HP 会員専用サイトを利用した演題・抄録の同時登録です。

日臨技 HP 会員専用サイトから会員番号、パスワードを入力しログインします。
日臨技会員メニュー「学会演題発表・査読・講義資料アップロード」、「演題・抄録　登録」
から学会（第22回愛知県医学検査学会）を選択し、登録してください。

登録方法：愛臨技 HP「第22回愛知県医学検査学会」より詳細を確認の上、登録手続きを行ってくだ
さい。

登録期間：令和4年11月14日㈪～令和5年1月30日㈪
※非会員の方は下記問合せ先までご連絡ください。

問合せ先：抄録担当　清水　智子（国立長寿医療研究センター）
　　　　　E-mail　aamtkengakkai22@gmail.com
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